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優先順位 推奨 （現装品生産中止連絡・改造推奨） 

改善事項  省力化・自動化/安全性向上 

アスカニア調圧器生産中止のご連絡および電子ガバナへの換装 

提案理由: 

１．長年ご使用いただいていますアスカニア調圧器について製造者：岡谷精立工業（株）より、 

次のとおり事業見直しの案内が参りました。 

１） 2015 年度（2016 年 3 月 31 日）まで・・・・ 調圧器の新規販売・保守・整備ともに実施 

２） 2020 年度（2021 年 3 月 31 日）まで・・・・ 調圧器の保守・整備のみ適宜実施 

３） 2021 年度（2022 年 4 月 01 日）以降・・・・ 調圧器の事業を廃止 

詳細は岡谷精立工業（株）書信（添付①）を参照ください。 

かかる状況より、次項に記載します調速機構および調圧機構の電子ガバナへの更新を推奨いたします。 

 

２．20 数年来、タービンはすべて電子ガバナを採用していますが、その理由は次のような利点があるからです。 

１） 信頼性、保全性が向上する。 

（１） ギアー等の摩擦部分が少なく、摩耗に起因するトラブルが防止出来る。 

（２） 回転計ピックアップの冗長化により、全てのピックアップが故障しない限り継続運転が可能である。 

（３） メンテナンスが簡単である。 

（４） 制御の安全性、応答性が優れている。 

２） 省力化、自動化の点で優れ、制御室から操作が出来るようになる。 

また、プラント全体の運転システムに組み込めるのでタービンの自動発停が可能となる。 

 

 

 

提案内容: 

上記２項について、抽気復水タービンの例を添付②図に示します、改造概要は下記の通りです。 

１） 前部軸受冠はそのまま使用する。 

２） ガバナ駆動歯車装置は撤去する。 

３） ガバナ駆動軸に過速度遮断装置のあるものは、電気式に検出方法を変更する。 

４） 調整弁、抽気調圧弁用の復元桿端部に電油変換器を設置する。 

５） ローター先端のガバナピニオンギアーを撤去し、回転検出用歯車を設置する。 

個別案件ごとに詳細検討を行いますので、別途ご照会をお願いいたします。 
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アスカニア調圧器 

4-20 mA ﾌﾟﾛｾｽ 速度設定信号 
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4-20 mA ﾌﾟﾛｾｽ 抽気設定信号 

E/H ｺﾝﾊﾞｰﾀｰ
抽気調圧弁用

ｽﾋﾟｰﾄﾞｶﾞﾊﾞﾅｰ 

調整弁

抽気調圧弁

ﾀｰﾋﾞﾝ 

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

復水器

抽気逆止弁

電磁弁 
ｵｰﾊﾞｽﾋﾟｰﾄﾞ

ﾄﾘｯﾌﾟ 

速度検出用ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ

主塞止弁 

ｵｰﾊﾞｽﾋﾟｰﾄﾞﾄﾘｯﾌﾟ

(ﾌﾟﾚｯｼｬｰｶﾞﾊﾞﾅｰ) 

圧縮機駆動用抽気タービン 

調整装置 系統図 

電子ガバナー改造 

 

図中      部は現装の機械式 

ガバナーの撤去部分を示す。 
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圧縮機駆動用抽気タービン 

調整装置 組立図 

改造前 

[機械式ガバナー] 
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圧縮機駆動用抽気タービン 

調整装置 組立図 

改造後 

[電子ガバナー] 

E/Hコンバータ 
抽気抽圧弁用 

E/Hコンバータ 
調整弁用 

E/Hコンバータ 
抽気抽圧弁用 

E/Hコンバータ 
調整弁用 

E/Hコンバータ 
抽気抽圧弁用 

E/Hコンバータ 
調整弁用 
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